
ヤ
ハ
タ
シ
ン
ジ
ヨ
ウ
八
幡
新
庄

胤
心
部
に
国
一
に
土
問
の
後
か
ら
初
秩
に
亙
っ
て
、
城
下
金
剛
院
・

し
、
滞
政
時
代
で
付
、
入
怖
の
一
一
利
の
み
を
合
ん
で

一一
向山
μ
院

・
乾
氏
寺
の
お
山
波
山
伏
が
合
同
し
て
行
つ

同

た

。

一

た

巡

既

知

別

で

あ

る

。

五

彩

の

似

を

立

て

、

そ

の

紺

色

ヤ
ハ
h
F
ナ
ホ
ナ
リ
八
幡
向
成
橋
氏
。
元
弘
三
一
の
肢
に
は
大
日
大
型
不
動
明
王
、
赤
肱
に
は
降
三
附

年
凶
二
月
後
陸
棚
天
皇
隠
岐
を
泊
れ
、
六
月
内
裂
に
一
明
一
士
、
黒
駅
に
沼
茶
利
夜
叉
明
一
土
、
自
肢
に
大
成
徳

溢
幸
し
紛
う
た
。
こ
の
且
加
到
凶
御
家
人
八
師
一
分
一
一
則
正
、
級
肢
に
金
剛
夜
叉
明
王
と
記
し
、
法
螺
を
吹

地
問
出
品
七
向
戚
が
沼
忠
を
抽
ん
で
る
お
に
馳
せ
安
一
き
、
太
鼓
を
ね
ち
て
行
法
し
、
経
文
を
抑
制
す
る
者

じ
、
そ
の
者
到
を
御
移
行
加
に
報
じ
た
こ
と
は
、
約
一
数
人
、
そ
の
牢
は
錫
杖
を
む
説
。
、
御
手
は
白
布
を

大
山
町
家
ー又
容
に
見
え
る
。
読
し
常
時
宮
方
で
あ
っ
た
一
以
て
町
を
包
み
、椀
色
の
法
衣
と
波
付
袴
と
を
活
け
、

足
利
徳
氏
の
勢
に
加
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
八

一
一
人
は
笈
に
般
若
の
而
を
納
れ
、

一
人
は
川
市
尉
の
而

怖
は
何
れ
の
地
か
明
ら
か
で
な
い
。
一
を
有
す
る
。
附
闘
の
人
夫
に
は
弓

・
鋭
を
臨
へ

、
庖

ヤ
ハ
h
F

ハ

マ

八

幡
涜
刑
制
咋
抑
制
家
問
領
の

m
一一
位
を
的
ふ
者
が
あ
る。

若
し
断
認
を
乞
ふ
者
が
あ
れ

停
を
い
」
o
伎
背
入
稲
村
の
出
来
八
怖
の
紳
織
が
八
一
ば
、
武
別
加
を
則
ひ
ざ
る
界
料
百
八
鋼
、
弓

・
鍛
の
抑

月
朔
日
開
制
命
的
附
か
ら
此
の
礎
に
計
り
給
う
た
と
一
料
百
八
銅
と
米
二
升
、
太
刀
の
舞
料
百
八
銅
の
外
に

て
、
何
年
こ
L
に
制
幸
が
あ
る

。

一

米

三

升
を
受
け
る
o
そ
の
行
法
、
例
へ
ば
太
刀
の
舞

ヤ
ハ

hz
ム
シ
ロ
八
幡
窪

文
政
の
頃
胤
応
部
七

一
な
れ
ば
、
部
税
者
前
主
し
て
、錫
杖
を
振
り
な
が
ら
、

隠
の
上
村
箆
金
お
術
門
が
、松
前
か
ら
控
径
を
的
し
二
東
方
降
三
悦
云
々
の
文
を
胞
へ

、
外
的
柿
の
印
を
結
ぶ

之
に
倣
う
て
入
怖
村
の
恒
右
衛
門

・
七
之
助
に
絞
ら
一
こ
と
=
一
次
o
こ
の
聞
に
舞
手
は
般
商
を
む
け
、
直
立

し
め
た
に
起
り
、
八
幡
径
の
名
を
以
て
九
ー
も
製
造
倫
一
不
動
の
姿
勢
を
鈎
L
、左
手
に
太
刀
の
鍔
際
を

w
o、

出
せ
ら
れ
る

。

一

一

隊

長
閑
者
と
九
容
の
前
牢
を
切
り
、
前
進
す
る
こ
と

ヤ

ハ

ラ

和

i
ワ

ギ

和

義

。

一

四

歩

字

、次
い
で
皆
陣
列
在
前
と
元
の
依
告
に
復
し
、

ヤ
バ
ン
夜
審

議
政
時
代
に
以
下
木
町
で
は
、

一
同
時
に
太
万
の
飢
口
を
切
り
、
中
阪
に
捻
っ
て
天
地

夜
明
日
の
岱
交
請
に
亭
主
殺
の
任
に
出
る
が
、
地
子
川
一
左
右
を
陣
腕
し
、
そ
れ
か
ら
太
万
を
放
き
、
左
右
を

又
は
門
前
地
に
在
つ
て
は
之
に
代
る
に
夜
容
を
以
て
一
切
銚
ふ
等
の
献
を
岱
し
、
錦
ひ
終
っ
た
時
は
、
読
経

し
た
。
夜
番
付
各
戸
附
次
に
之
に
佑
り
、
隣
家
の
者
一
者
法
衣
の
制
で
内
純
の
印
を
結
ぶ
こ
と
三
次
、
倒
杖

を
刷
と
し
、背
六
つ
か
ら
腕
六
つ
ま
で
、香
の
持
と
拍
一
を
桜
り
叫
ら
し
、
舞
子
は
納
め
の
九
字
を
切
る
。
蘭

子
木
を
持
っ
て
各
町
を
見
担
っ
た
。
番
の
俸
は
樫
の
一
彦
抑
は
越
後
漏
彦
紳
枇
に
何
等
か
の
蜘
係
が
あ
る
と

六
尺
曲
川
の
絡
で
、
阪
は
錫
杖
の
如
く
金
他
を
つ
け
、

一
息
は
れ
る
が
、
同
枇
に
今
か
く
の
如
き
行
事
も
記
録

尻
に
石
突
の
あ
る
も
の
で
、
組
合
一
舶
が
之
を
預
旬
、

一
も
な
い
と
い
ふ
。
菊
彦
飢
は
今
斡
じ
て
祭
砲
の
徐
興

夕
刻
氾
番
の
諸
に
渡
し
た
の
で
あ
る
。
町
役
人

・
能
一
な
ど
に
行
は
れ
て
ゐ
る
。

役
者
な
ど
は
、
夜
請
を
抱
ぜ
ら
れ
る
例
で
あ
っ
た
。
一

ヤ
プ
イ
リ
薮
入

滞
政
の
時
、
正
且
十
六
日
を

ヤ
ヒ
コ
バ
ラ
ヒ

爾
彦
掛

川λ
同
期
彦
迭
と
も
い
ひ
二

勝
入
と
い
ひ
、
士
家
に
召
仕
は
れ
る
下
男

・
下
女
の

漏
彦
郷
を
稀
っ
て
漏
出
品
開
世
々
と
い
う
た
。
務
政
尚
代
一
郷
盟
に
時
っ
て
一
泊
す
る
こ
と
を
許
し
た
。
士
家
で

ヤ
八
1
1

ヤ
ヘ

ヤ
ブ
ノ
シ
hm

薮
ノ
下

金
探
締
木
町
の
う
ち
商
一

ヤ
ベ
ア
ツ
シ
ゲ

矢
部
息
茂
泊
税
制
卒
、
訴
は

光
寺
の
あ
る
附
近
を
、
苦
か
ら
践
の
下
と
俗
抑
制
し
て

一
阜
茂
、
鋭
は
組
制
州
。
父
成
尺
天
保
三
年
残
し
て
そ
の

ゐ
た
が
、
今
は
そ
の
名
を
呼
ぶ
も
の
が
な
い
。
一
政
三
百
石
を
製
ぎ
、
六
年
郎
潜
行
品
川
政
作
器
行
と
訟

ヤ
プ
マ
キ

薮
巻
震
宗
竹
に
は
3
筈
が
少
い。

一
。
、
寸
ご
年
九
且
附
子
前
川
阿国旗
γ

の
仰
に
任
じ
、
弘

3
の
蛮
尽
に
よ
っ
て
折
れ
る
こ
と
が
な
い
で
も
な
い

一
化
四
年
大
小
持
続
同
と
な
。
、
歩
岳山
を
絞
て
、
安
政

が
、
数
に
於
い
て
多
〈
な
い
も
の
で
あ
る
。
だ
が
吉
一
一
泊
年
町
潜
行
、文
久
元
年
小
崎
町
聞
に
巡
ん
だ
が
、元
治

竹
や
淡
竹
は
縦
舗
に
低
れ
た
り
折
れ
た
り
す
る
o
そ

一
元
年
疾
を
以
て
僻
し
た
o
後
又
勉
中
今
石
動
支
配
等

れ
を
防
ぐ
総
に
、
滞
政
時
代
で
は
数
十
竿
を
一
つ
に
一
を
命
ぜ
ら
れ
、
殴
郎
二
年
小
将
聞
か
ら
潟
組
問
に
前
押

寄
せ
て
、
認
開
山
で
結
束
し
た
o
政
府
世
と
い
ふ
の
が
そ
一
じ
、
三
年
銃
隊
応
迦
一
肌
と
な
。
、明
治
二
年
三
等
上
士

れ
で
、
特
に
そ
の
作
殺
に
軌
総
し
た
日
稼
λ
夫
が
あ
一
一
刷
、
三
年
四
且
大
図
に
任
じ
、
八
月
之
を
散
し
、
七

っ

た

。

一

年

十

月

J
1

一
日
六
十
一
以
を
以
て
残
し
た
。
山
下
茂
、

ヤ
ブ
レ
ガ
サ
破
れ
笠

一
加
。

金
持
の
例
入
隊

一
一
肢
を
好
ん
で
剣
を
能
く
し
、
読
山
・折
花
訓
読
を
明

白
編
。
序
は
辰
の
は
る
字
化
街
士
。
京
野
山
治
兵
衛

一
み
、
最
も
臨
池
の
技
に
長
じ
た
。

板
。
貸
府
十
年
版
白
が
古
口
野
館
町
に
遊
び
、
京
裕

一

ヤ
ベ
カ
ヲ
ザ
エ
モ
ン
矢
部回目
左
衛
門
七
左
衛

か
ら
名
古
屋

・
越
後
を
綬
て
金
慨
に
邸
来
し
た
、
そ
一
門
の
子
。
一
見
和
七
年
前
凶
利
治
に
仕
へ

、
政
加
柚
旧
共

の
際
の
送
別
の
句
を
主
と
し
、
側
諸
も
一
一
一
級
せ
ら
一
に
二
百
石
に
主
っ
た
。

れ
て
居
る
。
凶
鋭
は
闘
車
の
序
の
巾
に

『
花
の
鋒
日

一

ヤ
ベ
シ
チ
ザ
エ
モ
ン
矢
部
七
左
衛
門

も
と
江

は
う
ら
や
ま
し
破
れ
笠
』
の
勾
あ
る
よ
り
採
る
。

一
戸
の
入
。
路
長
六
年
前
川
利
治
夫
人

の
入
興
し
た

ヤ
プ
ロ
ヲ
エ
モ
ン
薮
六
右
衛
門

放
氏
は
能
楽
一
際
、
従
行
し
て
金
制
聞
に
下
。
、
資
文
四
年
波
。
子
孫

郡
小
野
村
の
笛
篠
で
世
々
践
を
業
と
し
た
。
六
右
衛
一
四
家
に
分
か
れ
、
皆
刊
々
滞
に
仕
へ
る
。

門
施
政
二
年
を
以
て
生
ま
れ
、
長
ず
る
に
及
ん
で
商
一

ヤ
へ
ム
グ
ラ
八
雲
雀

も
と
二
加
本
で
あ
る
が
、

を
鐙
み
、
京
坂
に
往
来
し
て
ゐ
た
。
時
に
若
杉
に
林
一
今
花
の
怨
(
下
〉
の
み
を
存
す
る
。
越
中
の
例
入
北
空

入
兵
衛
が
あ
っ
て
製
陶
に
従
事
し
、
大
に
盛
況
を
呈
一
の
諮
と
い
ふ
が
、
金
持
の
友
琴
一
一
門
の
句
集
で
、
京

し
た
か
ら
、
六
右
衛
門
は
之
を
見
て
、
そ
の
地
方
に
一
の
酬
明石
・徹
士
・
可
休
、
江
戸
の
斜
角

・
臥
誌
な
ど
の

好
適
な
る
を
知
。
、
乃
ち
若
移
に
往
き
て
研
究
し
、

一
作
も
交
っ
て
ゐ
る
。
金
探
三
筒
産
五
郎
兵
衛

・
京
到

小
野
に
窯
を
作
り
、
文
政
二
年
始
め
て
土
物
を
鋭
い
一
問
屋
庄
兵
衛
の
隔
阪
で
、
元
級
八
年
の
編
寂
で
あ
ら

ー-

は
得
且
十
六
日
に
休
暇
を
奥
へ
た
が
、
外
泊
を
認
め
た
。
後
鍋
谷
に
原
石
を
綾
見
し
て
部
の
用
品
を
も
製

る
の
は
こ
の
且
の
み
で
あ
る
o
町
家
で
は
今
日
よ
り
一
し
、
名
忠
大
い
に
探
っ
た
が
、
天
保
イ
年
悠
一
を
一
針

二
十
日
に
至
る
聞
に
政
入
を
お
さ
し
め
た
o
震
附
銑
一
の
話
太
夫
に
秘
。
、
話
太
夫
は
十
俄
年
を
綬
て
出
阻
換

に
も
町
家
で
は
七
E
十
六
日
に
政
入
を
許
し
た
。
一
し
た
。
後
再
び
六
右
衛
門
の
益
子
宮
口
右
衛
門
が
経
密

ヤ
プ
主
主
ヨ
ウ
ジ
ン

薮
田
明
紳
石
川
抑
制
乙

一
し
、
附
丸
之
に
倣
う
て
剛
山
陶
に
従
ふ
も
の
が
多
か
っ

丸
に
あ
っ
て
、
本
地
十
一
面
観
脅
を
安
位
し
て
あ
っ
一
た
。
明
治
五
年
八
用
七
日
六
右
衛
門
八
十
三
戯
で
裂

た

。

一

し

た

。

八
六
六


